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There exists no reliable research works on the early years of Japanese commercial activities in Bang-
kok in the 19th century. This study reveals the following new facts. That is, Naojiro Nonogaki and Tamon 
Nagasaka, both of whom came from the family with samurai antecedents in Nagoya came to Bangkok for 
the first time between 1888 and 1890 and sold manufactured Japanese products, such as matches, papers, 













図南商会は，1894 年 6 月に初訪タイし翌年 9 月頃まで在タイした後一旦帰国し，1895 年 10 月 25
日付けで再訪タイの旅券下付を東京で受けた阿川太良（1865‒1900, 山口県士族）1 が，石川安次郎など
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1 旅券下付表に記載された阿川太良の情報は次の通りである。  
　旅券番号 51617　阿川太良，年齢　29 年 11ヶ月，本籍地山口県阿武郡萩川島村百八十番屋敷，族籍　士族戸主，現在地　
東京市日本橋堀江町二丁目三番地牛丸信方寄留，渡航地　暹羅，渡航目的　商業，旅券下付日 1895 年 10 月 25 日（外務省
記録 3 門 8 類 5 項 8 目旅券下付表，マイクロフィルム，リール旅 12, 東京府下付）。  
　石川安次郎（石川半山）編著『鐵胆阿川太良』（鉄胆遺稿（支那実見禄 47 頁，暹羅東海巡遊記 36 頁），鉄胆書翰（48 頁），
友人阿川鉄胆（52 頁）から成る，1910 年 6 月 23 日発行）中の石川半山「友人阿川鉄胆」によると，阿川は長州萩の士族で，
父親早世のため，母弟妹養育のため郡庁で働いたのち，1890 年 7 月 1 日の衆議院の第一回選挙で当選した吉富簡一議員の



























羅国盤谷府，図南商会主人）「日本と暹羅との交情」，『大日本』（大日本社），第 3 巻第 2 号，1898 年
4 月 15 日号，94 頁）。
一方，1891 年 5～6 月に日本商品買付のため来日した，タイ人官吏クンペエに通訳として同行して
一時帰国した山本安太郎（1872 年 6 月生，福島県士族，1888 年 3 月渡タイ）が，名古屋の地方新聞，
扶桑新聞のインタビューに「暹羅には斯く日本品を需用すれども商店とては曾て名古屋の人長阪某の
雑貨店ありしも今は引払ひて一軒もなし」（扶桑新聞 1891 年 5 月 28 日号）と答えている。
また，1911 年 12 月初めに挙行された，ラーマ 6 世王の戴冠式祝賀のために来タイした，曹洞宗の
日置黙仙（1847‒1920, 名古屋日泰寺建立の中心人物）に随行してきた来馬琢道（1877‒1964）2 は，そ
の著作，『黙仙禅師南国巡禮記』（平和書院，1916 年）で次のように述べている。
「明治渡暹者の先駆、此の大鳥公使の渡航［明治 8 年 3 月］の後十余年を経て、明治二十年に、暹
羅国の国使始めて我国に来り、それより、両者の意志漸く疎通して、同年九月二十六日の航海修交条
約［正しくは「修好通商に関する日本国暹羅国間の宣言」］の調印、翌二十一年一月二十三日の批准








武士の出身）で会計主任を担当したという。但し，庚寅新誌第 34 号（1891 年 7 月 16 日）から 82 号（1893 年 7 月 16 日）
までの同誌裏表紙に「発行兼編輯人、阿川太良」と記載されており，石川の言うような会計主任だけに限らず，編輯出版の




我国の紛々擾々たるものを回想せば、氏や益々慨然する所あらん」（『庚寅新誌』第 7 巻 83 号，1893 年 8 月 1 日発行，47 頁）。
阿川の海外渡航の契機は，1893 年のシャム・フランス衝突事件であると記しているが，そうであればどうして最初にシャム
ではなく，清国に渡航したのかという疑問が生じる。図南商会開業後は，阿川は主としてシャムに留まり，1900 年マレー半
島調査に赴き病を得て，同年 7 月 30 日シンガポールで客死した。
2 来馬は，1901 年に曹洞宗大学林（駒沢大学の前身）を卒業後，雑誌『伝道』の主筆。1902 年 5 月 18 日に自ら結婚式を仏式
で挙行し仏式結婚式の模範を示した（中外日報 1902 年 6 月 3 日号）。多数の著作を物すと同時に，曹洞宗内で要職を務め，
戦後第 1 回の参議院議員選挙にも当選している。極めて精力的な人物であったようで，この『黙仙禅師南国巡禮記』は，和
文 864 頁に上り，かつ英文の要約も付いている大作である。











出所：「暹国に於ける日本人」（明治 41 年 12 月 23 日付在盤谷帝国領事田邊熊三郎報告），外務省報告課『通
商彙纂』明治 42 年 13 号（明治 42 年 3 月 8 日発行），57‒58 頁。





















1891 年 6 月 10 日号）。このうち，現在国会図書館所蔵のマイクロフィルムで読むことができるのは，
新愛知（1888 年 7 月 5 日に大島宇吉らが創刊）と扶桑新聞の二紙だけである。両紙とも自由党系の
新聞であることは紙面を読めば一目瞭然である。
新愛知は創刊号が保存されているが，数ヶ月に亘る欠号が何度もある。一方，扶桑新聞は創刊 3 年
目の 1889 年末から保存されているが，欠号は少ない。マイクロ中にある最初の号から 1892 年末ま
で読んでみた。




商売のためにタイ渡航の旅券を取得したのは，1888 年。渡タイしたのは，1888 年末か 1889 年であ
る。後に禅僧として名声を馳せた釈宗演は，セイロンからの帰路，1889 年 7 月 10 日から 21 日まで
バンコクに滞在した。殆ど無一文であった釈宗演は，来タイ後，紳商野々垣直次郎から 10 円の借金




ど多数）の通訳，山本安太郎の 1891 年 5 月時点の話によれば，以前バンコクには長阪某の雑貨店が
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存在したが，話の時点である 1891 年 5 月には，バンコクには日本商店は全く存在していないという
（扶桑新聞 1891 年 5 月 28 日号）。
1891 年時，野々垣直次郎は名古屋に在ってクンペエの世話をしていたことは，扶桑新聞 1891 年 6
月 24 日号に野々垣直次郎のクンペエに関する広告が掲載されていることから明らかである。1891 年
時の扶桑新聞に，野々垣の名が登場するのは，クンペエとの関連においてである。野々垣直次郎は，




それよりも 2 年溯る 1889 年であったものと思われる。
さて，以下に扶桑新聞に 1891 年 5 月から 7 月にかけて掲載された，クンペエと野々垣直次郎関連
の記事をそのまま引用したい。これらの記事には，日本とシャムとの関係に関する知られていない事
実や訪日タイ人による日タイ比較という興味深い事柄も記されている。







扶桑新聞 6 月 7 日号「暹羅国侍従の来名、暹羅国侍従ウィチヤンサリー、グニベエ氏は同国帝室
の用品及び其他の物品を凡そ一万円余購入せんが為め東京より一昨々日［6 月 4 日］来名し富沢
町の有隣亭へ投宿せられしが何か都合ありて一昨日［6 月 5 日］栄町の山田もと方へ宿替へをな
したりと因に記す氏は当市に一ヶ月程滞留するの予定なりと云ふ」


































扶桑新聞 6 月 9 日号「クンペイ氏の登庁、暹羅国侍臣クンペイ氏は前号に記せし如く昨日通弁と
共に志水市長の案内にて県庁へ出頭し岩村知事初め柳本書記官、原川　西村両参事官等と暫時談
話せり」




扶桑新聞 6 月 10 日号「暹羅国の侍官、クンペー氏の一行は昨日尾州東春日井郡瀬戸村へ陶器の
見物に赴かる」
扶桑新聞 6 月 12 日号「遠島村七宝工場の巡覧、再昨九日シャム人クンペエ氏は通弁山本安太郎
氏及び野々垣直次郎、加藤喜久治、青山仁三郎等諸氏と共に海東郡遠島村へ七宝焼縦覧に赴きし
が諸氏は同郡長横田氏の注意により物品便覧の好都合を得たり又同一行は予て携帯せし王宮備付


































































扶桑新聞 6 月 23 日号「クンペイ氏の再来、クンペイ氏は通弁山本安太郎氏と共に一昨日横浜よ
り再び来名し栄町の山田屋へ投宿せられしが旅行免状に行違の廉ありて今朝神戸へ向け出発する
由」
扶桑新聞 6 月 24 日号「クンペエ氏の告別、暹羅国王の侍臣クンペエ氏は昨日　本県庁へ出頭し
柳本書記官に面会し種々在名中厚意に与りたる挨拶を為し用事も整ひたれば近々帰国すとて告別
の辞を述べ其れより帰宿の上旅装して神戸へ向け出発せしが同港より乗船して帰国する由」
扶桑新聞 6 月 24 日号広告「シャム国人クムペエ氏滞在中は懇篤なる御待遇に預り奉鳴謝候一々
参堂御礼可仕之処帰国匆々之際取紛れ候に付宜敷伝へ呉れる様申越候間同氏に代り茲に御礼申上
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候也　六月二十三日　野々垣直次郎」
扶桑新聞 6 月 26 日号「無届で止（とめ）た科料、当［名古屋］市伊勢町八十五番戸士族野々垣
直次郎氏は無届にて此程来名［名古屋］したるクンペエ氏を止宿せしめたるに依り再昨日［6 月
24 日］五拾銭の科料に処せられたり」



























例えば，1890 年 4‒5 月に 5 世王（チュラーロンコーン王）はマレー半島を一周する旅をした。ま
ず，マレー半島の西海岸のタイ領ラノーン，パンガー，プーケット等を経て，ペナンへ。5 月 23 日
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にはペナンで「日本車」（即ち人力車）に乗って市内を見学，マラッカを経て 5 月 30 日にシンガポー
ルに到着した。国王はプラヤー・アヌクーン（陳金鐘）シンガポール総領事の私邸に宿泊し，お供の
者はホテルに泊まった。翌 31 日，即ち国王のシンガポールにおける初日の日程は，「14 時御写真撮
影，15 時総督代行謁見，16 時病院二ヶ所訪問 1000 ドル寄付後車で市内巡覧して夕刻帰邸，21 時過
ぎ再外出 Wing Sang という中国人の店で日本品をお買い上げ，23 時帰邸」（タイ国立公文書館 So.
Bo.17, ソムモット親王日記第 8 巻，1890 年）である。




数の王子の欧州留学に用いられた。更に付言すればソムモット親王は 5 世王の 7 歳年下の異母弟で
同王の秘書長官を生涯に亘って務めた人物である。この親王の 30 余年の日記は，5 世王時代を理解
する最高の資料である。タイ国立公文書館では，遺族からこの日記の複写を得て公開していたが，
2013 年初めに閲覧できなくなった。
また，1891 年 3 月，ロシア皇太子ニコライ（1894 年 11 月に皇帝ニコライ 2 世として即位）は日
本訪問に先立って東南アジアも歴訪し，タイにも同年 3 月 19 日から 25 日まで滞在し大歓迎を受け
た。3 月 19 日，5 世王主催の晩䬸会が開催された王宮は，象の旗などとともに多数の赤い日本提灯で




















?     ?49
????????????????
そこで彼の農務省または関税局の部下に，クンペエらしき名前の人物がいないかどうかを調べてみ





ラッタナコーシン暦 109 年（1890 年 4 月～1891 年 3 月）の農務省官吏一覧を見ると，省付官吏の
一人に，หลวงวิจารณ์สาลี หม่อมราชวงศ์แพ（ルアン・ウィチャーンサーリー，モームラーチャウォ




















後述の釈宗演の書翰から推測して，1889 年 7 月以前に来タイした野々垣直次郎は，山本安太郎，
山本鋠介，生田得能と同様にパーサコーラウォン邸に宿泊したと思われる。野々垣はパーサコーラ
ウォンと面識ができただけではなく，王侯貴族への日本品販売に，パーサコーラウォンの力を借りた












































変容』慶應義塾大学出版会，2010 年所収）の 166 頁は，釈宗演について次のように紹介している。








釈宗演は，1887 年 3 月 8 日に横浜を発ち，3 月 31 日にイギリス植民地セイロンのコロンボに到着。
4 月 2 日には，コロンボから 140 キロ弱南下したゴール（Galle）に到着，林董の紹介状をもって同
地のグネラトネ（Edmund Rowland J. Gooneratne, 1845‒1914）3 を彼の屋敷（Atapattu Walawwa とい
う名の古い屋敷で現在はホテル。このホテルの HP にグネラトネの経歴紹介がある）に訪ねた。釈宗





1924）は，1886 年 10 月にゴールに到着し，グネラトネの世話でカタルワ（Kataluwa）の Ranwella 
Purana 寺（当時は Swarnawalukarama 寺とも称し，釈宗演は語意から「金沙寺」と訳した）の住職
である般若尊者（Pannasekhara）の下で 87 年 2～3 月頃沙弥に出家した。釈興然は，末寺 32ヶ寺を
もつ三会寺の住職を 1882 年から勤めており，外国語は一切知らず，年齢も 37 歳になってはいたが，
セイロン行きを決意したのである。般若尊者の師は，著名なセリスマナチッサ大尊者（1795‒1891, 
以下大尊者と略す。フルネームは，Bulathgama Dhammalankara Siri Sumanatissa Nayaka Thera。
Bulathgama Sumana 比丘と言う名の方が一般的）であり，Ranwella Purana 寺は大尊者が建立したも
のである。
大尊者も般若尊者もアマラプラ［ビルマ］派に属し，グネラトネは両師との関係が深かった。
グネラトネは釈宗演も両師に紹介し，釈宗演は 1887 年 4 月 7 日に，ゴールのグネラトネ邸からカ
タルワの Ranwella Purana 寺に移った。カタルワは，ゴールから南東に 10 マイルほど下った，風光
明媚な海岸と大きな Koggala 湖の間にある。同寺には，釈興然が沙弥として先住していた。




1883 年にはその功績により，セイロン総督が現地人高官に与える Mudaliar の称号を得た。32 年間の官吏生活ののち，1897
年に退職した。彼は南部県の 3ヶ所にプランテーションを所有していた。  
　（“Sri Lankan Sinhalese/Burgher Family Genealogy”http://www.rootsweb.ancestry.com/~lkawgw/gen1001.html）。  
　セイロンで植民地行政官として働き，そのキャリアの初期にはゴールで治安判事の職にもあった，パーリ語研究者 Rhys 
Davids（1843‒1922）は，上司と衝突して帰国後，1882 年から  1904 年までロンドン大学のパーリ語教授を務めたが，彼は
パーリ語仏典の刊行のために，Pali Text Society の創立に尽力し，1882 年から出版物の刊行を始めた。グネラトネは，パー
リ語仏典を校訂編集して同会からいくつもの出版物を出しただけではなく，セイロンにおける同会の窓口も務めた。なお，
同会には，チュラーロンコーン王も寄付金を提供している。
4 奥山直司「日本仏教とセイロン仏教との出会い：釈興然の留学を中心に」，『コンタクト・ゾーン』第 2 号，2008 年，に精
緻な研究成果が記されている。
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マンニャ（Ramanna）派を創立した Ambagahawatte Saranankara 比丘（1832‒1886）も，大尊者の
弟子であった。（因みに，ラーマンニャ派はタイのタマユット派に類似していると言う。）大尊者は，
このようにセイロン仏教の 3 派と親密なコネがあった。彼は，そのコネを仏教復興運動組織化に利用
した。彼は仏教 3 派全てが参加して 1860 年代に展開された仏教・キリスト教論争（Baddegama con-
troversy）における主要人物である。彼は，セイロンのみならず，シャムの国王［ラーマ 4 世王
（1804‒1868）］からも寄付を得て，1863 年（ママ）にセイロン仏教徒の最初の新聞印刷所（Lankopa-
kara Press）が創設されることを助けた。神智学協会創立者のオルコット大佐（Col. Henry Steel Ol-
cott）とブラヴァツキー夫人（Helena Blavatsky）が，1880 年に初めてセイロンを訪問した際，最初
に訪ねた寺院は，ゴールにある大尊者の寺院［Sri Paramananada Vihara］であった（K.N.O Dhar-
madasa, Language, Religion, and Ethnic Assertiveness: The Growth of Sinhalese Nationalism in Sri Lan-
ka, University of Michigan Press, 1992 年，334 頁）。両人は，この時，大尊者から五戒を授けられ公
式に仏教徒となった。オルコットはセイロンの仏教ナショナリズム運動においても重要な役割を演じ
た。なお，日本の仏教徒は募金して 1889 年前半にオルコットを日本に招待している。
Lankopakara Press が 1860 年代初めに発刊した，シンハラ語新聞 Lanka Lokaya は，セイロンの仏
教復興運動上に大きな役割を担った。それを印刷したイギリス製印刷機は，ラーマ 4 世が大尊者に寄
贈したものであった。この印刷機は今日に至るまで，Ranwella Purana 寺に保存されている 5。
ラーマ 4 世と大尊者との交流を示す資料の一つに，チャオプラヤー・ティパーコーラウォン『ラー
マ 4 世王年代記』（タイ語）がある。同年代記の記述によれば，1853 年初めにラーマ 4 世は，セイロ
ンに 10 名の僧を，60 人の兵士の従者を付して派遣した。使節は 1853 年 1 月 8 日にバンコクを出発
し，1 月 25 日にシンガポール着，2 月 6 日に同地を発って，2 月 18 日にセイロンのゴール港に到着
した。この時，大尊者や同地の高官が使節を船まで出迎えた。タイ使節はゴールからキャンディに向
けて出発する 3 月 1 日まで，大尊者の Sri Paramananda Vihara 寺院を拠点として活動した。
大尊者とタイとの交流は，5 世王（チュラーロンコーン王，1853‒1910）時代にも継続し，大尊者は，
般若尊者，グネラトネらと共に，1886 年にタイを訪問し，1886 年 6 月 6 日には，5 世王に拝謁して，
同王にセイロン仏教の庇護者になるようにお願いし，同夜チャオプラヤー河を結界として河上の船中
でタマユット派に再出家した 6。この時，大尊者は 90 歳を超える高齢であった。
5 ラーマ 4 世王寄贈の貴重な印刷機を保管している Ranwella Purana 寺は，2012 年 11 月に火災で炎上した。印刷機も被災し
たが，灰燼に帰すまでには至らなかったようである。タイ外務省の HP によれば，同外務省は，ラーマ 4 世王との縁を考慮
して 2013 年 3 月に寺院再建費の一部として 20 万バーツを，スリランカ外務省を通じて寄付した。2014 年 10 月 22 日に同
寺の再建竣工式が行われ，タイの臨時代理大使も式典に招かれた。
6 1886 年 6 月のセリスマナチッサ大尊者らセイロン僧侶のタイ訪問と大尊者のタマユット派への再出家は，百数十年前のア
ユタヤ時代にセイロン王がサンガ（仏教出家者の集団）再興のためにアユタヤ王に国書を寄せて以来のタイ・セイロン仏教
関係史上の大事件であった。『Chotmaihet Phrarachakit Raiwan（国王行事日誌）』（タイ語）の 1886 年 6 月 6 日の項には次
のように記されている。  
　「本日，プラ・セリスマナチッサが拝謁を願い出た。午後 5 時過ぎ，国王は謁見の間にお出ましになり，係官とグロマムー


































例えば、プラ・セリスマナチッサ大尊者が居る Sri Paramananda Vihara 寺はわずか 10 名を収容できる余地しかなく、般若
尊者の居る Swarnawalukarama 寺にはわずか 15 名しか収容できないから。国王はこの考えに賛成されたが、果たしてセイ
ロンで土地を購入できる権利があるかどうか、イギリスの法律は認めているのかどうか疑問が残るので、今後検討すること
になさった。」  
　1886 年以後，タマユット派がセイロンで弘布したかどうかは不明だが，大尊者との会見から 11 年後，5 世王（チュラー
ロンコーン王）は訪欧の途中，セイロンのゴールに立ち寄り，大尊者の寺，Sri Paramananda Vihara 寺を訪問した。また，
コロンボではグネラトネにも再会している。即ち，1897 年 4 月 7 日，5 世王は御召艦マハーチャクリー号（船長以下主要船
員は英人）に乗り，300 人ばかりの従者を連れてバンコクを出発，訪欧に旅立った。4 月 11 日シンガポール着，4 月 13 日
同地発。4 月 19 日朝セイロンのゴール着，コロンボより先にゴールに上陸したのは，コロンボは 4 月 20 日朝御到着の予定
で準備していたからである。4 月 19 日午後ゴール上陸，まず丘の上にある Sri Paramananda Vihara 寺（故大尊者の寺）に
参拝。アマラプラ派の比丘 24 人と沙弥 16 人が出迎え，その長セリサンカチッサ（大尊者とは別人）がシンハラ語で歓迎の
詞。この寺（1824 年建造）は丘の上にある小さな寺で比丘沙弥合わせて 10 名くらいしかいない。続いて平地にあり，規模
の大きい Gangarama 寺を御参拝， セリスマンガラが出迎えた。国王の行列をゴールの民衆は所狭しと集まって迎えた。4 月
20 日午前 1 時，ゴール出帆，朝 7 時過ぎコロンボ着，9 時 45 分御召艦にセイロン副総督，Maha Mudaliar （セイロン人官吏
の長）などが出迎え。艀でコロンボ港に上陸するとセイロン軍司令官やコロンボの英人官吏 50 名余，各国領事，現地人官
吏の長 6 名（全員 Mudaliar か Muhandiram のタイトル有り），仏僧（セイロンの全仏教派を代表して祝詞を読んだ），ヒン
ドゥー教の祭司が出迎えた。続いて全セイロンの仏教徒の委員会の名で，グネラトネ（Mudaliar  Goonaratne（ママ） of 
Galle）が歓迎詞を読み上げ，Col.Olcott が仏教徒旗を献上した。同日午後，御宿泊所の Queen’s House にもコロンボの有力
仏僧や仏教徒が訪問。4 月 21 日朝汽車で旧王都 Kandy へ，セイロン総督が出迎え，Queen’s Hotel Kandy 泊。セイロン総督
主催午䬸会（総督は午䬸会後さっさと避暑地に引き揚げてしまった），その後仏牙（釈迦の犬歯）があるリガワ寺を参拝，
僧侶約 500 人が歓迎した。国王は仏牙に触ることを望まれたが，前例がないとして断られた。国王は王威を侮辱するもので









ちから，宗演はタイ仏教事情を聞いたはずである。雨安居は 10 月 30 日（タイ暦では 12 月白分 14
日，即ち 12 月の満月の一日前）を以て終わった。
タイでは，雨安居入り（カーウ・パンサー）は，タイ暦の 8 月黒分第 1 日，即ち 8 月（閏月のある
年は後の 8 月）の満月の翌日に始まる。1887 年のタイの雨安居入りは，7 月 6 日であったが，この
年のセイロンの雨安居入りはタイより 1ヶ月遅れであった（更に正確に言えば，満月の日の計算がセ
イロンはタイより 1 日早かった）。セイロンでは毎年そうなのであるかどうかは判らないが，1889 年
7 月に来タイした宗演がタイの雨安居入りの日を 1ヶ月間違えるという大失敗をしたのは，ここに一
因があるかも知れない。













最も身近な 3 名，即ち二人の師，大尊者と般若尊者，それにグネラトネが，1886 年 6 月に 1ヶ月以
上もタイに滞在して帰ってきたばかりであった。それどこか，大尊者は，バンコクでタマユット派に
再出家さえしていたのである。
釈宗演は，1888 年末前後には，一年後の 1889 年末頃に訪暹する計画であると日本に書き送ってい
るが，同宿の釈興然がコロンボのセリスマンガラ大尊者（Hikkaduwe Sri Sumangala, 1827‒1911）を
院長とする仏教学院（Vidyodaya Pirivena）に去った 7 頃，訪暹の時期を半年早くし，89 年 6 月末に
あるとして寺からの献上物を返却し，また国王が奉納した品物は全て取り返してホテルに帰られ，その後の歓迎行事を断ら
れた。4 月 22 日 Kandy の植物園，旧王宮を見学後，汽車でコロンボに戻り，夕方，御召艦でコロンボ発（プラヤー・シー
サハテープ『国王ラッタナコーシン暦 116（西暦 1897）年訪欧記，第 1 巻』，タイ語，1907 年刊行，54‒78 頁）。
7 この後，釈興然は，1890 年 6 月 9 日に旧都キャンディのシャム派寺院で比丘に出家した。彼は上座部の比丘になった最初
の日本人と言われている。




（1860‒1921）宛ての紹介状（『明教新誌』1889 年 7 月 28 日号）を，グネラトネからはプラヤー・パー
サコーラウォン宛ての紹介状を得た。般若尊者は，3 年前の訪タイでワチラヤーン法親王に会ったこ
とがある。また，グネラトネの訪タイ時の宿泊先はパーサコーラウォン邸であった（（『能潤会雑誌』
第 14 号，1886 年 10 月 5 日，22‒23 頁）。
釈宗演は，般若尊者に別れを告げ，1889 年 6 月末バンコクに旅立つ前に，「［般若］尊者は殊に小
生［宗演］の行業頑固なるを証明するとて，別紙活版刷りの証明状を被下［くだされ］候」（長尾大





般若尊者とグネラトネの紹介状を携えた釈宗演は 1889 年 7 月 10 日夕刻にバンコクに到着した。
しかし，予想だにしなかった，「冷待」，「厳待」が待っていた。タマユット派出家とパーリ語学習と
いう二大計画は来タイ 1 週間で断念，7 月 21 日には正に這這の体でタイから逃げ出す羽目となった。
彼が，タイは野蛮国，タイ人は無人情と悪罵しつつ，タイから書き送った数通の手紙が残されている。
これらを読みながら，彼の身に何が起こったのかを見てみよう。






















は 1888 年 2 月にパーサコーラウォンが日本から連れてきた，タイ語学習中の山本安太郎，山本鋠介
の二青年，仏教研究中の生田得能が住んでいた筈である。また，宗演は，来タイ直後なけなしの持ち
金も盗まれ無一文になったところを，名古屋の紳商，野々垣直次郎に助けられ 10 円を借りているの





















































　［1889 年］七月十四日晩　暹羅盤谷府　釈宗演より  
新堀丑太郎様　坐下（前掲『宗演禅師の面目』，94‒98 頁）。















































































彼が，住職に牛部屋をあてがわれて切れたのは 7 月 16 日。急ぎ香港行きの船賃を工面し，デッキ




























て仏語［パーリ］を修学せしものあるを聞かず）」（釈宗演『西南之仏教』，東京博文堂，1889 年 1 月
刊，63‒64 頁）。
釈宗演の上記書翰によれば，野々垣直次郎は 1889 年 7 月 15 日にバンコクを発ち，7 月末には香港
に滞在，その後横浜に上陸し名古屋に帰っている。野々垣は，バンコクを発つ時は一時帰国の予定で
あった。本当に一時帰国後，再来タイしたのなら，明治 22 年度前半の 8～9 月頃に旅券下付を受け
てもよいはずである。彼が 2 度目の旅券下付を受けたかどうかを，外交史料館保存の旅券下付表で探
してみたが，見当たらなかった。明治 22 年度旅券下付表は，本省渡しは全期間が保存されているの
だが，府県渡しについては，明治 22 年 4～9 月分，即ち 22 年度前半部分が欠落しているのだ。とに
かく，現存する旅券下付表からは，野々垣への旅券下付は，明治 21 年度の 1 回しか確認できない。
しかし，名古屋の紳商，野々垣直次郎が 1889 年 7 月にはバンコクに滞在中であったことは明白であ
る。これから，1891 年にバンコクで開店したと言われてきた野々垣商店の開店は，1891 年よりも 2
年遡り，遅くとも 1889 年半ば以前であったことが判明する。
その後の野々垣直次郎については，名古屋市会議員および愛知県会議員を務めたこと以外は不明で
ある。即ち，野々垣は，1898 年（明治 31 年）の第 4 期市会選挙で 2 級議員に当選した。その際，職
業は「無職」，生年月日は嘉永 5 年 8 月 13 日（1852 年 9 月 26 日）と申告している。彼は，明治 37
年 4 月 6 日に死亡するまで市会議員に継続して在任した（名古屋市会事務局『名古屋市会史，第一巻
（概説）』（1939 年，334 頁及び 338 頁）。当時は市会議員と県会議員の兼職が可能であったようで，
野々垣は，明治 32 年 9 月 25 日に名古屋市選挙区から県会議員に当選し，36 年 9 月に退任するまで，
4 年間県会議員としても在職した。彼の住所は横三蔵町 3 番地，族籍はここでは平民と記されている
（愛知県議会史編纂委員会『愛知県議会史，第一巻（明治篇　上）』，1953 年，337 頁及び 463 頁）。











んたちのことであるが，1889 年半ばの時点でも，既にバンコクに 20 名前後が在住していたことが判
る。
1891 年 5～6 月に日本商品買付のため来日したクンペエに通訳として同行して一時帰国した山本安
太郎が，扶桑新聞のインタビューに「暹羅には斯く日本品を需用すれども商店とては曾て名古屋の人





明治 24 年 10 月 27 日に返納したことが記されている。この下付表には，長阪の本籍地，年齢，族籍，







この年表によると，日本のマッチ（燐寸）生産は，1876 年 9 月に清水誠が東京本所に創立した新






即ち，愛知県『愛知県史，上巻』（1914 年）の工業編，第 10 節燐寸の項（十の 116‒118 頁）は，
名古屋に於ける燐寸製造の歴史を次のように述べている。
日本人による燐寸製造は，金沢藩士で文部省留学生としてフランスに学んだ清水誠［1846‒1899］
が東京で 1875 年（明治 8 年）に着手し，翌年より新燧社の名で大規模生産を行ったことに始まる。
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1920）が，1901 年 12 月 13 日付で作成して名古屋市に提出した，「杉山弥三郎功労事蹟」は，杉山
が燐寸製造に従事するまでの経歴を次のように記している。
愛知県名古屋市高岳町十二番戸士族　燐寸製造業　杉山弥三郎　嘉永 5 年 12 月 ［1853 年 1 月］ 生，
1869 年に家督を相続し，1870 年 4 月四等兵隊拝命，同年 11 月常備兵拝命，71 年 10 月東京鎮台へ
召集，74 年陸軍伍長，75 年除隊帰休，76 年愛知県邏卒拝命，77 年 2 月鎮台召集陸軍軍曹，同年 11
月帰休（新修名古屋市史資料編編集委員会『新修名古屋市史　資料編　近代 1』，名古屋市，2006 年，
709 頁）。
即ち，杉山は 17 才から 24 才まで軍人・警察に任官した後，79 年から燐寸製造に転身したのであ
る。なお，杉山は 1907 年 9 月から名古屋県会議員を 7 年 4ヶ月務めた。死亡したのは 1920 年 12 月
17 日である（愛知県議会史編纂委員会『愛知県議会史　第一巻』1953 年，465 頁）。
士族たる長坂の青年時代は，杉山に近いものであったのかも知れない。
長坂は，1881 年に燐寸製造業起業資金として，愛知県から 2000 円を 2 年後の返済を約して借金し
た。前掲『新修名古屋市史　資料編　近代 1』，716‒718 頁には，返済期限が到来した 1883 年から
85 年にかけて長坂が愛知県に提出した 3 回にわたる返済期限繰延および利子分の棄捐願の文書が収





























































「杉山弥三郎功労事蹟」は長坂多門のシャム派遣から 10 年ほどしか経ていない 1901 年末に作成さ
れたものであるにも拘わらず，長坂のシャム渡航の時期を，実際よりも数年早く誤記している。彼が
最初に渡航したのは，早くても外務大臣テーワウォン親王が来日して修好通商宣言に調印した明治
20 年 9 月から 1 年余を経た明治 21 年（1888 年）10 月であり，後述するように 1889 年末頃帰国して，
二度目の渡航をしたのは 1890 年 2 月頃である。
当時，日本製工業品の海外輸出は，マッチ同様，紙でも始まりつつあった。長坂多門は，紙の輸出
も企図し，最初のシャム渡航に先立ち，大蔵省印刷局長得能通昌（1852‒1913, 薩摩出身，1888 年 9



































得能局長との行き違いやシャム事情を語った。　刀根は，1888 年 8 月に自らが中心となって紙業集







第 1 号，1889 年 3 月 22 日出版，1 頁）。
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にこの紙を愛せりと云々扨て又同氏［長坂］は来る二月中旬［1890 年 2 月中旬］に再び彼の地へ赴
かるるに付若し会員中依頼せられたき事あらば同氏へ紹介すべしと刀根氏よりの報知あり」（20 頁）。
1889 年当時，シャムで発行されていた 3 種の新聞とは，タイ官報やワチラヤーン誌のことと思わ
れる。
上記引用資料からも，長坂多門は，1890 年 2 月頃，シャムに再度渡航したことは間違いないであ
ろう。ところが，現存の旅券下付表を調べてみると，長坂の旅券取得の記録は明治 21 年の 1 回だけ
しかなく，2 回目の取得の記録は見つからない。更に不思議なことは，第 1 回目の旅券を返納した日
が，1891 年 10 月 27 日と記録されていることである。当時は，数次旅券はなかったはずであり，新
しい旅券を取得するためには，古い旅券を返納することが必須であったはずであるが。
いずれにしても，扶桑新聞 1891 年 5 月 28 日号に掲載された記事で，山本安太郎が「曾て名古屋
の人長阪某の雑貨店ありしも今は引払ひて一軒もなし」と語っているので，長坂は遅くとも 1891 年
初め迄には，シャムを引き払ったことになる。
シャムを引き揚げた後の長坂多門は，再びマッチ製造業に従事した。1894 年 9 月に京都で開催さ
れた全国燐寸業大会に，長坂は出席している。
前田正名が同業者団体結成を目的に，全国各地の燐寸製造業者に来会を呼びかけて，1894 年 9 月
1～5 日に京都で開催された全国燐寸業大会の報告が，『蚕糸・木蝋・燐寸大会資料』（明治中期産業
運動資料，第 22 巻，日本経済評論社，1980 年）に掲載されている。当時は，1894 年 7 月に日清戦
争が勃発した時期である。日本の燐寸産業は輸出産業として発達しつつあったが，主要輸出先は中国




























長坂多門の名が最後に見いだせるのは，1897 年 1 月 10 日付の愛知燐寸株式会社，第 1 回（明治
29 年下半季）報告に，同会社の株主欄があり，そこに記載された「愛知県名古屋市中ノ町 93 番戸　
長坂多門」である（前掲『新修名古屋市史　資料編　近代 1』，721 頁）。
以上のように，野々垣直次郎と長坂多門は，異なるグループに属する名古屋の商人たちが，1887
年 9 月 26 日に「修好通商に関する日本国暹羅国間の宣言」が調印され，日タイ国交が開始されると
間もなく，新開地シャムでの一儲けを企てて，それぞれ競って送り込んだ士族の人材であった。両人






本稿では，タイ外務大臣テーワウォン親王が来日して 1887 年 9 月 26 日に日暹修好通商宣言に調
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野々垣直次郎が 1889 年 7 月にバンコクに滞在していたことは，この時セイロンからバンコクを訪
問しパーサコーラウォン邸に世話になった臨済宗僧侶釈宗演の複数の書翰から明白となった。名古屋
のマッチ製造業者，長坂多門は，各分野の商人が出品したマッチ，大蔵省印刷局製造の紙，玩具，陶
器，七宝焼等を持って訪タイした。1891 年以前の訪タイは 2 度に及んだが，大損に終わった。
??
本研究は科研費（研究課題番号：23241082）の助成を受けたものである。
